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【令和６(2024)年度 中間評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 想定を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であるが、 

概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれる 

 B 研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止が適当で

ある 

（研究の概要） 

本研究は、モータータンパク質などを最小単位としてバイオアクチュエータの創製技術の確立を目

的としている。具体的には、細胞内部で起きているプロセスをマイクロ流路内で制御し、自己組織化的

相互作用によりタンパク質を配列させ、ボトムアップで mm単位の駆動機構を構成しようとするもので

ある。 

  

（意見等） 

 研究代表者は動的再構成システムのためのマイクロ推進機構のアセンブリを担い、一方、研究分担者

はそれぞれ人工筋肉の性能向上及びその基本構造のタンパク質の分子設計を担う研究組織を構築する

ことで、研究計画に沿って着実に研究を実施し、順調な研究成果を上げている。マイクロ推進機構につ

いては、既存の３Ｄ光造形技術により機構の基本部品に相当するパーツの作成とともに、それらを効率

的にアセンブルする技術を構築している。その設計手法や生産プロセス技術は、今後の本格的実験に向

けての再現性確保の上で大きな研究成果と言える。人工筋肉についても 10倍以上の性能向上を図って

おり、自己組織化が可能なタンパク質構造の探索との相乗効果が大いに期待できる。今後、研究成果の

論文発表が期待でき、研究代表者、研究分担者がそれぞれの分野に特化した学術雑誌等へ投稿するとい

った幅広い活動を通じて、拡がりを持つ新たな学術分野の形成を期待する。 


